
第１回学校運営協議会（中村小部会）議事録 

 

日 時 令和８年４月 24日(金) 18：40 

場 所 町農村環境改善センター   

出席者 学校運営協議会委員(PTA代表、自治会代表、スクールコーディネーター、学校長) 

学校事務局(教頭、根岸) 

     

1. 学校長挨拶 

全体会での説明に加えることとして、直近に迫った地域の伝統行事である五所八幡宮の例大祭に

合わせ、子どもたちが参加しやすいように下校時刻を早くする「F日課」を導入したことを報告。 

 

2. 議題 1「私と中井町（地域の印象と魅力）」について 

出席者それぞれの視点から、中井町の魅力について意見交換が行われた。 

自然と食：四季折々の景色、ミカンやタケノコなどの旬の味覚、地域の特色を生かしたグルメに加 

え、中央公園の長い滑り台などが話題に挙がった。 

住環境：「子どもを育てるのに非常に良く、地域に見守られている安心感がある」「帰宅するとホッ

とする街」といった、温かいコミュニティへの評価が示された。 

文化遺産：地域の祭りの音が映画で使用されるなど、歴史的・文化的な価値の高さが再認識された。 

 

3.議題 2「子どもたちの現状と将来への課題」について 

気   質：子どもたちは非常に「素直で可愛い」と全員が一致。子どもらしさがあふれていると評さ

れた。 

教育環境：かつては複数クラスあったが、現在は全学年が単学級となっている。これにより人間関係

の固定化や、高校進学時の「外の世界」に対する戸惑いへの懸念が示された。 

身体能力：運動好きの保護者の視点から、昔に比べて走るフォームや投力、基礎体力が低下している

のではないかという具体的な指摘があった。 

 

4. 議題 3「地域コミュニティ」について 

世代間交流：お祭りの練習を通じて、20代・30代の若者が小学生に太鼓を教えるといった、良好な

世代間交流が生まれている。 

地域の活性化：「年中行事を年配層だけで回すのではなく、青年層が活躍し、自分たちの地域を動か

すような組織づくり」の必要性が話題となった。 

子供会が無くなり、自治会に対する意識も変化していることや、地域ごとの実態な

どが話題として挙げられた。 

 

5. 議題 4「学校の教育活動」について 

意欲の醸成：「運動会などで順位をつけない傾向にあるが、あえて順位をつけることで、子どもの本

気や悔しさを引き出し、目標への動機付けに繋げることも一つの考え」という意見があ

った。 

外部交流：学校内に留まらず、農家との連携や外部の人材との交流を増やし、子どもたちの心に「火

がつく」ような刺激を与える機会を創出していくようにぜひしていきたいとまとまった。 



6. 今後の予定 

第２回： 10月 15日（木）午前（授業の参観を計画） 

第３回： ２月中旬 

第４回： ３月中旬（町農村環境改善センター） 


